
「はしご受診」と「セカンドオピニオン」ちょっと似ていますが、全く違うものです。 

はしご受診にはデメリットがある一方、セカンドオピニオンは、納得して医療を受ける 

ために必要な患者の権利です。 

「なんとなくお医者さんと相性がよくない」「処
方してもらった薬をのんでもどうも効かないよ
うに感じる」など、理由はいろいろあるかもし
れませんが、同じ症状で医療機関を転々とし
ている場合は、それははしご受診といえます。
なぜ、はしご受診はいけないのでしょうか。は
しご受診にはデメリットが多いのです。 

はしご受診 

セカンドオピニオン 

重い病気の場合、どうしたらよいか悩んでしまうも

のです。患者さんにとって最善の治療を選択する

ために、別のお医者さんの意見を聞くことがセカ

ンドオピニオンです。目的は、患者さんが主治医

とともに治療を選択するというところにあります。 
したがって、セカンドオピニオンとはしご受診は全
く違うものです。もちろん、セカンドオピニオンを
とった結果、別のお医者さんの治療を受けるため
に医療機関を変えることはあります。 

 
 

今、受けている治療に不安があったら、

不安の原因をお医者さんに伝えて話し

合ってみましょう。不安が解消され信頼

を築き、よい治療結果を生むことにつ

ながっていくでしょう。 

この受診のしかたがおすすめ！ 

 
 

重い病気や治療法が確立していない難病など

診断や治療方針の説明を受けてもどうしたらよ

いか悩んでしまうもの。このようなときは、主治

医に遠慮せず、セカンドオピニオンをとるとい

いでしょう。 

この受診のしかたがおすすめ！ 

はしご受診のデメリット 

医療費がかさむ  
転院を繰り返すと 

初診料・再診料だけでも２倍

ＳＣＳＫ健康保険組合


